
令和5年3月27日
留萌市子ども発達支援センター

チェック項目 はい
どちら
とも

いえない
いいえ 工夫、課題（要約） 改善策

1
利用定員が指導訓練室等スペー
スとの関係で適切であるか。

6 6

・利用人数が多いときと少ないときの差が
大きい。
・人数が多く、部屋が足りないこともあっ
たが、小集団での活動に変更し対応した。
・利用人数によっては、部屋数が足りない
ことがある。

・時間帯によって、利用数が平均化
し、バランスよく利用できるよう入園
時に曜日の配慮を行う。

2 職員配置は適切であるか。 8 3 1

・現在一人減体制で運営している。
・入園者が増加すると週１回の利用もでき
ない利用者が出てくると思う。

・３月から職員定数を満たしている。
引き続き、業務量の平準化に努める。

3

生活空間は、清潔で心地よく過
ごせる環境になっているか。ま
た、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか。

11 1

・出勤時にモップ掛けや掃除機をかけた
り、清掃している.
・感染症予防に配慮している。
・最近は人数が多く、プレイルームや感覚
統合室を使用することがあり、最適な環境
にならないこともある。

・限りのある空間であるが、できるだ
けの環境整備を行っていきたい。

4

業務改善を進めるための
PDCAサイクル（目標設定と
振り返り）に広く職員が参画し
ているか。

9 2 1

・なるべく残業しないようにしたり、記録
なども当日中の業務時間内に終わらせるよ
うに努めている。
・事業の流れを理解し、PDCAサイクルに
沿って適切な期間に振り返り、目標設定を
している。

5

職員評価及び保護者評価の結果
を踏まえ、事業所としての評価
を行い、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか。

12

・予約アプリの登録・利用率は100％と
なった。またアプリでの通信配信・アン
ケートの回答集計を行っている。

6
職員の資質向上を行うために、
研修の機会を確保しているか。

12

・職員の研究発表はとても勉強になった
が、指導や訪問支援などの業務をしながら
の研究は負担が大きかったと感じた。
・医療受診や養護学校見学等に同行する機
会を増やしている。リモート研修が増え、
参加しやすい。
・講師を招いての職員研修は勉強となり、
講師との関係性も深まり、保育所等訪問支
援の資質向上につながっていると思う。

・一人一研究の取り組みは大変有意義
で職員の資質向上に貢献したが、通常
業務とのバランスや負担感を考慮しつ
つ、さらに上質な研修機会を設定して
いく。

7

アセスメントを適切に行い、子
どもと保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で支援計画
を作成しているか。

12

・モニタリングに限らず、保護者と懇談す
る回数が増え、お子さんの発達について一
緒に考えたり、課題を確認し合える時間が
持てるなど、支援計画にも反映できてい
る。

8
子どもの適応行動の状況を図る
ために、標準化されたアセスメ
ントツールを使用しているか。

9 3

・記録システム（ほのぼの）にてアセスメ
ントを定期的に行っている。
・アセスメントシートや発達確認シートを
活用し、保護者への説明や、関係機関への
情報提供に使用している。

9
支援計画に沿った支援が行われ
ているか。

11

・保護者とのモニタリングや懇談の回数を
増やしたことで、その都度振り返りができ
るようになり、支援計画に沿った支援につ
ながってきている。

10
子どもの状況に応じて、個人活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て支援計画を作成しているか。

12

・個別指導に加え、年長児Gや年少児Gな
ど、同年齢児との活動を支援内容に盛り込
み、社会性や集団行動に対するアプローチ
も行っている。
・他児が来ていないときに利用している児
もいるが、グループ活動も自分で設定し、
他児に集まってもらっている。

11

支援開始前には職員間で必ず打
ち合わせをし、その日に行われ
る支援の内容や役割分担につい
て確認しているか。

9 3

・システム利用が定着し、利用者情報が一
元化され、いつ誰が何をするのかが職員間
でＰＣ上で確認し合えるできるようになっ
た。一緒に活動する場面も増えている。
・人数が多い日は、部屋の関係で話をする
が、それ以外は特にない。他児と同じ予定
になっている時は参加してもよいか、等の
確認、協力は行っている。。

・事業が広がり、一人の職員が担う仕
事量も増えている。各評価の結果を踏
まえた改善はもちろん、事務分掌は常
に見直しを行う等、一人一人が経営に
参画し、業務改善の意識を持つことが
重要である。

・計画、実践、評価のサイクルに沿っ
て、時期を逸することなく実施してい
く。
・使うアセスメントにより、項目や幅
に違いがある。適切な目標を立て、細
かな評価をするためには、別の適切な
評価ツールを参考にすることも必要で
ある。
・単にツールを使用するだけではなく
予め評価基準を設定しておくことも重
要。

・日々の実践は支援計画をもとに題材
を設定していくことが重要。どんな題
材にするか、半年間程度の計画を立て
ておくことも必要。
・子どもの実態や成長段階によって、
個別の活動と集団指導を適宜配置する
ことが必要。。

・センター会議、職員朝会は、計画案
の提示、情報提供と共有、課題検討、
等を行う場とする。
・指導に必要な打合せや、分掌業務に
必要な打合せは、センター会議の後の
時間を使うか、担当者間で声がけして
実施していく。
・現況、全員が揃うのは火・水・木曜
日しかないことを認識し、計画案等は
事前に提示し、打合せ会議日を前もっ
て設定しておくことも必要。
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12

支援終了後には、職員間で必ず
打ち合わせをし、その日に行わ
れた支援の振り返りを行い、気
づいた点等を共有しているか。

6 6

・「打ち合わせ」と銘打っているわけでは
ないが、情報共有は行っている。職員が全
員揃っている状態ではないことが多い。
・指導の合間の時間を活用し、職員同士で
お子さんや保護者の様子について振り返り
できている。
・打ち合わせではなく、支援の振り返りを
会話として話している。※この活動はこう
だった等伝えると、他の先生が取り入れた
りしている。
・その日によってできないこともあるが、
なるべくするように心がけている。

13
日々の支援に関して記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか。

12

・システム導入で、給付費請求と連動した
ことで、記録漏れが減少した。
・変化を書いている。振り返るとわかりや
すい。

・センターにおける記録の重要性を改
めて認識し、簡潔でありながらも必要
十分な記録を残すよう徹底する。

14
定期的にモニタリングを行い、
支援計画の見直しの必要性を判
断しているか。

12

・必要に応じて2回に分けて懇談するなど
の工夫もしている。
・半年に１回の支援計画。途中で見直しは
難しい。（６か月前）

・項目７、８を参照。

15

障害児支援事業所のサービス担
当者会議にその子どもの状況に
精通した最もふさわしい者が参
画しているか。

10 1

16
母子保健や子ども・子育て支援
等の関係者や関係機関と連携し
た支援を行っているか。

12

・保健師や子育てとの打ち合わせも定期的
に行われている。
・保健師、園の先生等定期的に懇談してい
る。
・保健師との連絡を定期的に行っている。
・定期的な情報共有のほかに、何かあれば
その都度連携をしている。

17

移行支援として保育所や認定こ
ども園、幼稚園、特別支援学校
（幼稚部）との間で、支援内容
等の情報共有と相互理解を図っ
ているか。

12

・訪問や見学する回数が増え、情報共有で
き、先生との信頼関係も深まっている。
・幼稚園・保育園見学会に参加し、学校の
先生と情報共有を行った。

18

移行支援として小学校や特別支
援学校（小学部）との間で、支
援内容等の情報共有と相互理解
を図っているか。

12

・年1回に捉われず、訪問や見学の際にそ
の都度、情報共有会議を開催している。

19

他の児童発達支援センターや児
童発達支援事業所、発達障害者
支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けている
か。

12

・研修や医療受診同行等で直接関係機関と
話し合う機会が多くなっている。また就学
予定や転居予定の利用者に対しての見学同
行や情報共有会議を開催している。
・研修等でつながった事業所とZOOMでや
り取りをし、研修内容を深めた。
・市民セミナーと教育委員会主催の特別支
援研修会で、放デイについての知識を深
め、その際に職員間での情報共有を図るこ
とができた。

・対面での研修の機会も回復してきて
いることもあり、講話を聴くだけでは
なく、より実践的な研修に参加する機
会も増やしていきたい。

20
地域の子ども・子育て支援会議
へ積極的に参加しているか。

9 2

・参加する人が決まっているので、自身と
しては【積極的】には参加できていない。

・要請があれば参加していく。

21

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を
持っているか。

12

・年２回のモニタリングの他、何か問題や
悩みが生じた際は、その都度話し合ってい
る。

　 22

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対し家族支援
プログラム（ペアレント・ト
レーニング）等の支援を行って
いるか。

8 4

・保護者に直接のペアレントトレーニング
研修を勧めることはないが、児への声掛け
の方法や、関わり方などは具体的に提示
し、支援を行っている。

・できるだけ研修の機会を設けていき
たい。

23

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ているか。

1 10 1

・年度初めにはじまりの会は行ったが、そ
の他はコロナの影響もあり、できていない
部分は多い。
・保護者同士の連携を望む声がある。今年
度はグループ活動等が保護者同士が会う機
会となった。

・今後の活動については、関係者との
話し合い等をもって方向性を決めてい
く。

24

子どもや保護者からの相談や申
入れについて、対応の体制を整
備するとともに子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあっ
た場合に迅速かつ適切に対応し
ているか。

12

・児発管が主として、希望があればすぐに
対応している。利用者以外の方の相談につ
いても適時応じて、支援に繋がるケースも
増えてきた。

・療育の専門機関として求められるも
　のはこれからもあるものと推測され
　る。専門性を高める努力が肝要。

・センター会議、職員朝会は、計画案
の提示、情報提供と共有、課題検討、
等を行う場とする。
・指導に必要な打合せや、分掌業務に
必要な打合せは、センター会議の後の
時間を使うか、担当者間で声がけして
実施していく。
・現況、全員が揃うのは火・水・木曜
日しかないことを認識し、計画案等は
事前に提示し、打合せ会議日を前もっ
て設定しておくことも必要。
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25

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等の
情報を子どもや保護者に対して
発信しているか。

12

・アプリでの通信配信へ移行した。スマホ
やパソコンがあれば、いつでもどこでも通
信や行事予定等を確認できるようになっ
た。

・内容等の充実については、引き続き
取り組んでいく。

26
個人情報の取り扱いには十分注
意しているか。

10 2

・日頃から気を付けてはいるが、うっかり
や万が一が無いよう、更に注意して取り組
んでいきたい。
・どこまでの情報を職員間で共有すべきか
課題かと思われます。

・基本対応については改めてマニュア
ルを確認すること。
・個人ファイルや機器の外部持ち出し
は許可なくできないことを再確認す
る。

　 27
障害のある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか。

12

28
行事に地域住民を招待する等、
地域に開かれた事業運営を図っ
ているか。

8 4

・コロナのため、行事はできていないが、
市民セミナーを実施（３）。
・市民向けの療育相談会を新たに実施し
た。

・地域支援事業の一環として、市民セ
ミナーその他の啓発活動をさらに充実
させるべく計画していく。

29

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、職員や保護者に
周知すると共に発生を想定した
訓練を行っているか。

10 2

30
非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出その他必要な訓練
を行っているか。

10 2

・避難訓練、心肺蘇生法の研修は実施して
いるが、救出やてんかんへの対応などを考
えると十分ではないと思われる。
・年2回避難訓練を実施。今年度は職員研
修でAED研修を行った。

31
事前に服薬や予防接種、てんか
ん発作等の子どもの状況を確認
しているか。

11 1

・支援計画懇談やモニタリングの際に確認
は行っているが、途中変更等もあると思う
ので、更に定期的に確認するようにしてい
きたい。
・医療受診に同行し、共通理解を図ってい
る。

32
食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がなされているか。

12

33
ヒヤリハットの事例集を作成し
て事業所内で共有しているか。

11 1

・共有フォルダにて事例を挙げているが、
作成者は同じ人ばかりになっている。
・ヒヤリ・ハットと思われる事例を報告
記録することを周知している。

34
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。

11 1

・R4年度の虐待防止研修を受講した。

35

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た
上で、支援計画に記載している
か。

8 1 3

・ヒヤリハット会議は方法を工夫して
開催する。
・虐待関係もマニュアルにあるので、
基本事項は確認しておく。
・必要な研修や協議を行う。

・危機対応マニュアルは各自で再確認
　しておくこと。
・避難訓練の内容や方法については工
　夫して実施する。
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